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図１ 越堂たたら跡上空から田儀川と田儀港を望む

たたら製鉄とは
　たたら製鉄とは木炭の火力で溶かした砂鉄から鉄

を取り出す日本古来の製鉄法で、たたら製鉄を行う場

所や建物をたたら場と呼びます。

　越堂たたらは田儀櫻井家によって江戸時代中頃

（1769年頃）から明治時代初期（1882年頃）まで経営さ

れ、田儀櫻井家の製鉄経営を支える中心的なたたら場

として栄えました。

　田儀櫻井家が経営する以前の時期を含めると、 

 約150年間操業された ことが確認できます（表１）。

越堂たたらと田儀港
　越堂たたらは田儀港の近くに立地します（図１）。

近くの田儀港の船を利用して製鉄の原材料（砂鉄・木

炭）を各地から安定して調達し、港から全国へと鉄素

材を出荷していました。田儀港の海運を利用し、鉄の

生産から流通・販売までをまとめて営む姿は、まさに

 江戸時代の「製鉄コンビナート」 であり、当時の最先端

を行くたたら製鉄の経営体制でした。

　このように地理的条件を活かした経営手法が長期

間の操業を実現できた大きな要因の一つと考えられて

います。
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表１ 越堂たたらの変遷

1745（延享２）年 　智光院の過去帳で越堂たたらの操業が確認できる。

1771（明和８）年 　田儀櫻井家が石見国横道村（現在の大田市温泉津

　　　　　　　　 　町福田）の弥平太から越堂たたらを買請ける。

1805（文化２）年 　10月４日暁八ツ時（午前２時ごろ）、越堂たたら

　　　　　　　　 　の操業中に出火。たたら場と炭小屋が焼失する。

1882（明治15）年 　宮本が大火災に見舞われる。大火後、越堂たたら

　　　　　　　　 　と宮本鍛冶屋の２箇所による財政再建策をたてる。

1890（明治23）年 　田儀櫻井家12代勝之助一家、たたら製鉄業の経営

　　　　　　　　 　を断念し、宮本を去る。

1890（明治23）年 　田儀櫻井家12代勝之助一家、たたら製鉄業の経営

　　　　　　　　 　を断念し、宮本を去る。
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図３ 越堂たたら跡周辺と『田儀村誌』（1961）掲載の建物配置図および調査区の位置図３ 越堂たたら跡周辺と『田儀村誌』（1961）掲載の建物配置図および調査区の位置
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図２　越堂たたら跡の主な発掘調査成果
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2期（田儀櫻井家以前～経営の前半期  ：18世紀中頃～後半）

1期（田儀櫻井家経営以前の時期　　  ：18世紀中頃以前） (S = 1/150)
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150年におよぶ操業の実態を解明
　高殿（製鉄炉を覆う建物）の2006（平成18）年度の

発掘調査では、製鉄炉の床釣り（図６：湿気と温度低下

を防ぐ地下構造施設）にあたる本床・小舟の一部を

確認しました。またその位置は

 掲載の建物配置図（図３）と概ね合致する ことが

分かりました。

　2013（平成25）年度から2018（平成30）年度には

高殿全体の発掘調査を行いました。高殿を支えた

押立柱の礎石（図２-①）や床釣りの構造（図２-②～

⑤）、炭置場や砂鉄置場（図２-⑥）が確認でき、高殿

内部の様子が明確になりました（図４・５）。

　調査成果で注目されるのが、高殿石垣および床釣

 りの造り替え痕跡 と 高殿石垣構築以前に造られ

た暗渠排水施設（図２-②・⑦・⑧）です。越堂たたら

を長期間操業するなかで、何度か改修されたことを

示す重要な手掛かりといえます。

『田儀村誌』（1961）
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